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1. はじめに

 火山噴火時は，噴火警戒レベルが通常時より高く

設定され，入山規制（レベル 3）等により立入りが

規制される。そのなかで，火口周辺の火山噴出物の

堆積状況等を把握するには，リモートセンシングを

活用することが有効である。 

 本報告では，近年活用が増加している UAV を取り

上げ，H27 年箱根山噴火時と H30 年草津白根山噴火

時の国土交通省の対応を事例に，今後火山噴火時に

UAVを活用する上での留意点等をとりまとめた。 

2. UAV 関連の対応の流れ

 H27 年箱根山噴火時の，UAV 関連の対応の流れ

を表 1に整理した。国土交通省富士川砂防事務所の

災害協定業者にて 2回（1回目 2フライト，2回目 4

フライト），UAV飛行が実施された。

H30年草津白根山噴火時には，国土交通省利根川

水系砂防事務所の災害協定業者にて 1 回（5 フライ

ト），UAV飛行が実施された。

3. UAV 撮影離発着場について

 UAV撮影のためには，離発着場を設定し，撮影コー

スを設定する必要がある。噴火レベル3では，箱根山，

草津白根山とも火口からの距離等で立入りが規制さ

れるため，離発着場はその外側に設定された。 

 箱根山では，早雲山駅前は報道機関が多く飛行時

の安全等に支障を及ぼす可能性が考えられたため，

姥子駅前駐車場が使用された。 

 草津白根山では，青葉山ゲレンデと山麓駅の両方

で計画され，撮影範囲に合わせて両方が使用された。 

表 1 H27年箱根山噴火での UAV等対応状況
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図 1 H27年箱根山噴火時のUAV離発着場 

 （国土交通省記者発表資料に一部加筆） 

 

図 2 H30年草津白根山噴火時の UAV離発着場 
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4. UAV 調査概況 

4.1.  H27 年箱根山噴火時の UAV調査概況 

 H27年箱根山噴火時は，7月 2日と 8月 9日の 2回，

UAV撮影が実施された。撮影画像の例を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 H27年箱根山噴火時に撮影された画像の例 

    （左：7月 2日撮影，右：8月 9日撮影 

      国土交通省記者発表資料より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 H27年箱根山噴火時に撮影された範囲 

    （国土交通省記者発表資料に一部加筆） 

 

4.2.  H30 年草津白根山噴火時の UAV調査概況 

 H30年草津白根山噴火時は，1月 28日にUAV撮影

が実施された。撮影画像の例と撮影状況を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 H30年草津白根山噴火時に撮影された画像等 

    （国土交通省記者発表資料を抜粋） 

 

5. 火山噴火時の UAV 調査の留意点 

 H27 年箱根山噴火および H30 年草津白根山噴火

にて UAV 調査が実施された経験から，火山噴火時

にUAVを用いて調査を行う際の留意点をまとめた。 

 

 ①協定業者の体制・保有機体等情報の整理 

  H27年箱根山噴火では，噴火後に協定業者にな

り得る業者の調査と選定を行ったが，事前に UAV

の所有台数や緊急対応の可否，安全確保方策など

の状況を調査し整理しておくと，噴火時の対応が

スムーズとなり有効である。 

 ②UAV離発着場の選定 

  H27年箱根山噴火では，姥子駅と早雲山駅の 2

つが UAV 離発着場の候補とされていたが，早雲

山駅前は報道機関が多く飛行時の安全等に支障を

及ぼす可能性が考えられたため，姥子駅前駐車場

が使用された。また駐車場の使用のために，土地

所有者に対して文書での手続きが生じた。 

  噴火時の離発着場のスムーズの選定のためには，

離発着場の候補地や障害物等をまとめた図面等を

作成しておくと良いと考えられる。 

 ③現地の気象条件による影響 

  H30年草津白根山では，災害協定業者の第 1次

パーティーが 1月下旬に山麓駅離発着場に入った

が，視界不良，風速が強い等の影響で，飛行を実

施できなかった。第 2次パーティーが入った翌日

の 1 月 28 日に，天候が良好となりようやく飛行

が実施された。UAVによる調査は，現地の気象条

件に大きく影響を受ける。 

 ④撮影画像の確認 

  離発着場からの飛行距離が長い場合，撮影画像の離

発着場への伝送が難しくなるため，取得したい画像が

取得できているかUAV着陸後しか確認できない。 

6. 火山噴火時のリモートセンシングの比較 

 火山噴火時には，UAV（撮影）以外にも，UAV（LP），

実機（LP，撮影）や衛星等の活用が考えられる。以

下に，火山噴火時に UAV（撮影）を活用した場合の

メリット・デメリットを簡潔にまとめた。 

表 2 火山噴火時の UAV（撮影）活用の 

メリットとデメリット 

種類 メリット デメリット 

UAV 

（撮影） 

・無人である（人的

安全が確保できる） 

・撮影高度を下げて

高画質で撮影する

ことで，詳細状況

が把握できる 

・1日の撮影可能範

囲が限定的（撮影時

間・速度の制約） 

・現地気象条件（視

界，風）の影響を

受ける 
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